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－千里ライフサイエンス新適塾－ 
「難病への挑戦」第１７回会合 

 

『ヒト臨床研究から得た心血管疾患克服への 

一筋の光明』 

 

講師 大石 充 （おおいし みつる） 

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 

心臓血管・高血圧内科学 

教授 
 

日時 ２０１４年２月３日（月） １８：００～２０：００ 
 

場所 千里ライフサイエンスセンタービル 

講演会 ６階 千里ルームＡ  （１８：００～１９：００）  

懇親会 ６階 千里ルームＢ  （１９：００～２０：００） 
 

講演・懇親会ともに参加費無料 

別紙－１ 
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『ヒト臨床研究から得た心血管疾患克服への 

一筋の光明』 

鹿児島大学 大学院 医歯学総合研究科 心臓血管・高血圧内科学  

教授   大石 充   

 

心筋梗塞や脳卒中に代表される動脈硬化性疾患は死因の多くを占めるだけで

なく、QOL を妨げることにより高齢化社会の大きな問題となる。以前より in vivo

および in vitro など様々な側面から血管疾患の研究がなされており大きな成果

を上げつつある。これらの業績により心筋梗塞も脳卒中も減少傾向に転じては

いるが、依然高い発症率であることは国民調査などからも明らかである。私は

後期研修病院で幸運にもレニン・アンジオテンシン（RA）系と心血管疾患とい

うライフワークに出会うことが出来た。RA 系遺伝子多型が心疾患リスクとなる

ことを報告し、これのメカニズムを追求するためにヒト冠動脈病理学から研究

を始めたが、ヒト冠動脈硬化は動物モデルと全く異なる形態を示すことを教え

られた。そこで心血管疾患解明のために NOAH 研究という高血圧患者の詳細なコ

ホート研究を始めることにした。リスク因子となり得る病態・液性因子の網羅

的探索や遺伝的負荷の解析により macrophage inflammatory protein-1βという

ケモカインが細胞接着誘導を介した新しい心血管疾患リスク因子であることが

示された。さらに近年は血圧変動性に着目をしている。これは Rothwell らによ

り 2010 年に報告された概念であるが、比較的期間の長い受診時血圧変動が脳卒

中・心筋梗塞の極めて強力なリスク因子となることが報告された。我々は様々

な角度から受診時血圧変動発生メカニズムを解析してきたが、NOAH 研究のサブ

解析を中心として受診時血圧変動が2-10mm程度の筋性動脈の硬さの指標であり、

動脈硬化の基礎病態となることと血行動態的に虚血域を作り出すことから心血

管疾患の強いリスクになる可能性を指摘した。 

ヒトの病態は細胞レベルでの非常に厳密なカスケードの解明も重要であるが、

個体全体としての病態把握も重要である。得てして臨床研究は疾患やサロゲー

トマーカーとの関連性のみが論じられることが多いが、臨床研究からヒト病態

のメカニズムを追求するという研究姿勢を忘れないように精進していきたい。 
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【講師学歴/職歴】 

1990 年  大阪大学医学部卒業 

1990 年  大阪大学医学部附属病院老人科 非常勤医員 

1991 年  桜橋渡辺病院循環器内科 医員 

1994 年  大阪大学老年病医学(第四内科) 研究生 

1997 年  豪州ﾊﾜｰﾄﾞ･ﾌﾛｰﾘｰ研究所 Visiting Researcher/Senior  

Research Officer 

1999 年  大阪大学加齢医学(第四内科) 医員 

2001 年  大阪大学加齢医学 助手 

2007 年  大阪大学老年・腎臓内科学 講師 

2009 年  大阪大学医学部附属病院老年・高血圧内科 病院教授(兼任) 

2013 年  鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 心臓血管・高血圧内科

学 教授 
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－次回の開催は５月ごろを予定しております－ 


